
SS物理実験：「電流が磁場から力を受けるなら」 
１，本時の ICE ルーブリック（関連付ける力） 

I フェーズ C フェーズ E フェーズ 

〇「電流の向き、磁
場の向き、電流が
受ける力の向き」
の一部を作図す
ることができる。 

〇「電流の向き、磁場の向き、電流が
受ける力の向き」を作図し、これま
で学習した要素を関連付けて運動の
理論を解釈することができる。 

〇「電流の向き、磁場の向き、電流が受ける力の向
き」を作図し、これまで学習した要素を関連付け
て運動の理論を解釈することができる。また、図
などを交えて端的に表現することができる。 

〈注意〉本時の実験は電池をショートさせるため、電池の消耗が激しく、発生するジュール熱も大きい。 

    よって、電池の保護・やけど防止のため、10秒以上連続で通電させないこと！ 

 

２，実験道具 (２人で１班分)：単３電池１本、ネオジウム磁石３個、銅の針金(約 23cm) 

 

３，【実験 A】単極モーター、ファラデーモーター 

 図のような装置を作成して通電させると、導線がコマのように回転を始める。（磁石の赤い面が下になっているこ

とに注意せよ）動きを観察することで、磁石の赤い面が N極か S極か答えよ。 

また、そう考える理由を「電流の向き、磁場の向き、電流が受ける力の向き」を図に書き込み、説明せよ。 

 

●予想⇒赤い面は（ N 極 ・ S 極 ）           ◎答え⇒赤い面は（ N 極 ・ S 極 ） 

 

            説明： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４，【実験 B】回転するねじ（各班に１本追加配布） 

新たに「ねじ」を追加し、図のような装置を作成し、導線と磁石を接触させる。（磁石の赤い面が下になっている

ことに注意せよ）このとき、磁石のくっついた「ねじ」の回転方向は上から見て時計回り、反時計回りのどちらか。 

また、そう考える理由を「電流の向き、磁場の向き、電流が受ける力の向き」を図に書き込むことで説明せよ。必

要であればその他の力も図示せよ。 

 

●予想⇒上から見て（ 時計回り ・ 反時計回り ）      ◎答え：⇒（ 時計回り ・ 反時計回り ） 

 

          説明： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５，【実験 C（演示）】アルミホイル上の運動 ※内部抵抗が小さく、大きな電流が流れるニッケル電池を使用 

図のように、電池の正極と負極の両方に、磁石の S 極をくっつけてアルミホイル上に置く。アルミホイル内の電流

は、図のように電池の真下を流れているとすると、電池は図 Aの【奥】と【手前】のどちらに転がるか予想せよ。 

また、そう考える理由を図に示した「電流の向き」に加えて「磁場の向き、電流が受ける力の向き」を図 A、 

または,図 B に書き込むことで説明せよ。必要であればその他の力も図示せよ。 

 

●予想⇒（ 奥 ・ 手前 ）に転がる。                        ◎答え⇒（ 奥 ・ 手前 ）に転がる。 

 

 

※図 A（上から見た様子）                     ※図 A（上から見た様子） 

                 説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図 B（【手前】から見た様子）                                     ※図 B（【手前】から見た様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６，本時の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７， 自己評価 

自己評価 自己評価の理由 教員評価 

ﾌｪｰｽﾞ 

 

ﾌｪｰｽﾞ 

 

 

８，本授業の「関連付ける力」の育成に対する効果について 

①全く培えなかった      ②あまり培えなかった 

③ある程度培うことができた  ④十分に培うことができた 

 

 

  

回答欄 

 

３年   組    番 氏名                

 

 S  N N  S 

アルミホイル       【奥】 

電流の向き 

【手前】 

S  N N  S 

電流の向き 

S  N N  S 

電流の向き 

赤い面が下 

赤い面が下 

 S  N N  S 

アルミホイル       【奥】 

電流の向き 

【手前】 





「電流が磁場から力を受けるなら」

SS物理実験



□ ０，右下に記名

□ １，本時のICEルーブリック（関連付ける力）

〈注意〉本時の実験は電池をショートさせるため、
電池の消耗が激しく、発生するジュール熱も大きい。
よって、電池の保護・やけど防止のため、

10秒以上連続で通電させないこと！

□ ２，実験道具 (２人で１班分)
単３電池１本、ネオジウム磁石３個、銅の針金(約23cm)

■進行



【実験A】単極モーター、ファラデーモーター

赤い面が下 針金が磁石に付くように



【実験A】単極モーター、ファラデーモーター

赤い面が下

https://futabagumi.com/archives/936.html

https://futabagumi.com/archives/936.html


【実験B】回転するねじ（ねじを追加配布）

赤い面が下

どちらに
回転する？

針金を手で持ち、
磁石の側面に付ける

側面を押し付ける



【東京大学の2005年入試】第二問（理科Ⅰ～Ⅲ類）



【実験C（演示）】
アルミホイル上の運動

S NN S

アルミホイル 【奥】

電流の向き

【手前】

S NN S

電流の向き

●予想
⇒（ 奥 ・ 手前 ）に転がる。



【参考】磁石の同じ極を 向かい合わせに置いた時の 磁力線

http://hal.ne.jp/ashi3/qtaro/science/smc/smc.htm

http://hal.ne.jp/ashi3/qtaro/science/smc/smc.htm


【実験C（演示）】
アルミホイル上の運動

S NN S

アルミホイル 【奥】

電流の向き

【手前】

S NN S

電流の向き

●予想
⇒（ 奥 ・ 手前 ）に転がる。



【実験C（演示）】
アルミホイル上の運動

●予想
⇒（ 奥 ・ 手前 ）に転がる。

□ ６，本時の感想

□ ７，自己評価

□ ８，本授業の効果

S NN S

アルミホイル 【奥】

電流の向き

【手前】

S NN S

電流の向き


